
j.Pod耐震シェルター
耐震シェルターとは 

 

j.Pod耐震シェルター 

 

実大実験による性能の検証 

（2019.1）

耐震シェルターとは、
たとえ建物が倒壊し
ても建物の中に特定
の生存空間を確保し、
命を守ることを目的
にしています。高齢
者や病人・幼児など
すぐに避難できない
人たちを地震被害か
ら守るセーフティネッ
トです。

j.Pod耐震シェルターは、「j.Pod」システムを使った木製の耐震シェ
ルターです。開発関連事業は「平成20年度地域木造住宅市場活性化
推進事業」に採択され、実大実験によってその性能を検証しました。

　鉛直加力実験　　　　　　　対角加力実験（フレーム方向）　　　　　　　　　　対角加力実験の結果　　　

層間変形角（天井が水平に移動した距離と高さの割合）が1/10を超えても最大耐力を維
持したまま変形が進み、1/5でやや耐力の低下の傾向が見られたものの、安定した状態で
実験を終了しました。上の写真は鉛直加力およびフレーム方向の対角実験終了時の様子で
す。j.Pod耐震シェルターは急激な倒壊には至らず、十分な生存空間が確保できることを
確認しました。実大実験は平成20年8-10月に（財）日本建築総合試験所（大阪府吹田市）
において実施しました。

j.Pod耐震シェルターはリブフレーム構造体（特許第3548172号）を発展させた高強度仕様です（特許第5236543号）

特徴 　国産の杉材を使っているので人にも環境にも優しい 
 　構造耐力が実大実験によって実証されている 
 　組立部品が工場生産によって厳密に管理されている 
 　システム化しているので工期が短い（1～2 週間） 
 　現場での施工は指定工務店が行うので安心

鉛直方向（標準より2フレーム少ない小型Pod）の最
大耐力は約800kN、対角方向の最大耐力は約150kN
です。したがって、標準の耐震シェルターでは、鉛直
耐力1000kN、水平耐力（フレーム方向・ブレース方
向とも）100kNとなります。 
これは一般の2階建て木造住宅（約30坪）全体が耐震
シェルターにのしかかってきても大丈夫な強度です。

j.Pod耐震シェルターは強度の高いス
ギ材で製造します。ロの字型のリブ
フレームは36mm×180mmのスギ板
2枚をＬ字型の薄い金属板をはさんで
両面から釘打ちにより一体化した剛
節フレームです。等間隔に並べて四
隅を鉄骨部材でつなぎブレースをつ
けると、モノコック構造という強固
で安定した架構ができあがります。4
畳半の広さが標準です。

j.Pod耐震シェルターの組み立て施工（大阪市内）

j.Pod耐震シェルター

j.Pod耐震シェルター（大阪市内）

j.Pod & 耐震工法協会　〒540-0032　大阪市中央区天満橋京町1-27ファラン天満橋 　TEL06(6809)3143　http://www.jpod-eng.com

幅：2,730（外3,090） 
高：2,300（外2,660） 
（奥行は外寸3,000）



j.Pod耐震シェルター
耐震シェルターの適用 

（2019.1）

耐震シェルターは、上階部分や
屋根が落下してきても圧壊せず、
上部に落下物を載せたままでも
余震に耐えなければなりません。
建物は千差万別ですから、置く
場所によっては効果が発揮でき
ません。設置の前には、専門家
による耐震診断を受けて、安全
性を確認してもらうことが必要
です。

j.Pod & 耐震工法協会　〒540-0032　大阪市中央区天満橋京町1-27ファラン天満橋 　TEL06(6809)3143　http://www.jpod-eng.com

適切な場所に設置しましょう

せっかく設置しても、いつの間
にか物置になっていたり、入り
口をふさぐような物が置かれて
いれば、いざというときに役に
立ちません。耐震シェルターと
して正しく使われるように日頃
から心がけましょう。 
地震後の避難のために、非難経
路を確認しておくことも大切で
す。災害時に助け合って避難で
きるように、耐震シェルターの
位置を近隣と確認しあっておく
ことを推奨します。

正しい設置の仕方が重要です
耐震シェルターは、既存の建物
と縁が切れていることや、床以
外の大事な柱や梁はできるだけ
残して建物を傷めないなど、設
置のルールを守らなければなり
ません。建物の大破によって隣
地へ火災などの2次災害を招か
ないよう、たとえば感振ブレー
カーを設置するなどの工事を併
用しましょう。

正しい使い方を心がけましょう

耐震シェルター設置の手続き

j.Pod&耐震工法協会に相談・申し込み

耐震シェルターの設置場所決定 
設計図・見積・契約

指定工務店による施工

耐震診断・耐震シェルター検討書

j.Pod耐震シェルターは大阪府・大阪市において補助金対象工法になっています。
設置検討図の例
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